
このため、最初のススキ自生地の掘り起こし対象地として、前掲したように大根栽培跡地、利用を
中止した不耕起放牧草地および機械開墾で造られた採草用草地の３タイプを選んで現地踏査を行った。
　試行錯誤の結果、有望な茅場の網に掛かった現場は結局、公共牧場の草地に絞られた。具体的には
機械造成された陽当たりがよく、牧草の収穫や放牧利用を長年休止している条件の牧場であり、
有力な候補地として２ヶ所の牧場（岩手県肉牛生産公社の都南および金ヶ崎牧場）が選定された。
この両牧場に大きな広がりを持った茅場が成立した立地条件やススキの現植生については後で触れるが
その結果から次の課題である全県的な茅場候補地選定に進むことができた。
　茅場候補地の選定には岩手県の158ヶ所の公共牧場（平成12年度、畜産岩手、岩手県）のリストを
用いて、規模が大きく草地にゆとりが見込まれる47ヶ所の牧場（海岸干拓地１を含む）を第一次の
茅場候補地としてリストアップした。これが表２－１でありこの中から、リモートセンシングによって
望ましい茅場を確認することとした。　            
  　   
　２．茅場候補地のリモートセンシングによる解析
　茅場候補地の確認選定は岩手大学農学部において、表２－１にリストした47ヶ所について逐一
実施した。農業用リモートセンシング解析装置を用い、画像が安定しているランドサットＴＭデータ
（1996.5.29）による解析を行った。先に優良茅場として認識している県肉牛生産公社の都南および
金ヶ崎牧場の茅場をトレーニングフィールドとし、最も一般的な教師付き分類手法*である最尤法で、
各リスト内の茅場の有無を探索した。
 *　リモートセンシングの画像を用いた分類方法には、教師付き分類法と教師無し分類法の２種類
がある。前者の代表は最尤法で、教師とはあらかじめススキ草地だとわかっているところを指定
することで、そこのデータをもとに他の地域を分類させるやり方（岩手大学：築城）。
 
 カラー写真図２－１画像シリーズは、期待される県内茅場を含んだマップリストである。
これらカラー図版の中には、茅場の所在を窺わせる反射色調（黒褐色の格子模様）を明示するものが
かなり含まれている。全体とすると、茅場が高い精度で期待できると判断される地域から、茅場を
形成中であるか、または茅の植生が貧弱であると観察されるフィールドなど、選択した対象が多様で
あることが分かった。このため、リモートセンシングの結果を現地確認する次のステップに
進むこととした。　

　３．茅場候補地の現地踏査
　2000年11・12月の積雪前の短期間に、リモートセンシングで有望視できたフィールドを対照に、
限られたメンバーで出来る範囲の現地概査を行った。ここに報告する区域は、これ以前に踏査を
終えていた肉牛生産公社の都南、金ヶ崎牧場および県立農業大学校の転作田の３ヶ所を含む11ヶ所
である。
　現地調査の方法・内容は次によった。調査区域の現地確認には、1/25,000の国土地理院地形図、
リモートセンシングの画像および必要に応じて林野庁の密着航空写真の拡大プリントを使った。
調査はラインインターセクション手法によってススキの被度、株密度、株サイズ、草丈などを
３反復測定し、またススキ以外の草本木本類の植物名を記録した。傾斜条件が茅場の植生を左右する
ことが予測されるので、クリノメーターによる傾斜�の測定を加えた。11ヶ所の現地概査の結果を

①Ａランク茅場と認定できたフィールド、 

②優良な茅場から外れるフィールド

に区分できた。　

　１）現地概査でＡランク茅場と認定できたフィールド
　これに含まれるフィールドは岩手県肉牛生産公社の都南、金ヶ崎、住田第２牧場および
県立農大転作田の４ヶ所である。４ヶ所の経歴は表２に示したが、北上山系２，奥羽山系の２ヶ所に
分かれた。公社牧場の前植生はいずれも広葉樹の自然林で、牧場開設は今から約30年前である。
牧草地に造られた面積の60～75％が、放置すると茅場ができやすい機械を使った開墾草地である。
これら開墾草地の一部は近年まで採草に利用された区域もあるが、肉牛生産公社の経営方針の転換が
あって、殆どの放牧草地が10数年間休牧されてきた。農大転作田の採草地も、整備後10数年に
わたって収穫が中断されてきた。


